
防災訓練をきっかけに地域の絆を深める鵜の木

大森七中 防災活動拠点訓練

➢内容

・今年度は、町会役員だけで行う避難所運営訓練ではなく、
一般参加者も募る地域総合防災訓練のかたちで実施。

・訓練では、micsおおたを中心として、被災地でのボラン
ティア経験を活かした、土のう積み・避難所スペースの設
営・災害用トイレの使い方を、参加者に実際に体験いただ
きながら、学びました。

・他にも、「鵜の木地区の災害リスク」や「被災地支援の
経験から」の防災講話、備蓄食料（レトルト等）の試食会、
備蓄倉庫の見学などを通じ、地域住民の防災知識・防災意
識の向上を図りました。

参加人数 約９０名

（他、七中ボランティア生徒約２５名、運営スタッフ約２０名）

令和７年２月12日
鵜の木地区町会連合会


